
一
点

二
点

三
点

四
点

《

互
選
句
》

〈

投
句
〉

〈

出
席
者
〉

〈

選
者
〉

〈

顧
問
〉

◎ ☆ ◎ ☆
◎

◎ ☆
◎

☆
◎

◎ ◎ ☆

枝
渡
る
小
鳥
鋭
き
五
月
（

メ
イ
）

讃
歌

一
振
り
に
か
ら
め
捕
ら
れ
し
夏
の
蝶

新
緑
の
光
か
が
よ
ふ
殉
難
碑

ハ
ー

ブ
テ
ィ

ガ
ラ
ス
ポ
ッ

ト
に
夏
萌
す

縄
一
本
ス
ワ
ン
ボ
ー

ト
を
繋
ぎ
け
り

葉
桜
の
陰
を
伝
い
て
急
ぎ
足

ポ
ー

ズ
と
り
毫
も
動
か
ぬ
夏
蛙

穴
熊
の
只
管
寝
た
る
薄
暑
か
な

葦
切
（

よ
し
き
り
）

や
日
暮
れ
待
た
る
る
雨
情
の
碑

茄
子
苗
を
植
ゑ
て
米
寿
を
迎
へ
け
り

掻
掘
（

か
い
ぼ
）

り
を
覗
く
項
（

う
な
じ
）

へ
桜
の
実

夏
め
く
や
来
世
は
理
系
女
を
夢
見
つ
つ

青
葉
揺
れ
天
突
く
槍
の
清
正
像

夏
帽
子
子
等
井
の
頭
で
お
弁
当

翡
翠
（

か
わ
せ
み
）

や
水
切
り
首
を
く
い
っ

と
出
し

ど
く
だ
み
や
鷺
と
競
ひ
白
全
開

吟
行
や
先
（

ま
）

づ
目
に
付
き
し
川
蜻
蛉

喜
寿
近
し
山
椒
魚
を
見
倣
は
な

木
漏
れ
日
の
水
面
に
揺
れ
て
若
葉
風

夏
吟
行
昼
は
老
舗
の
そ
ば
屋
か
な

青
蘆
を
点
じ
て
池
景
ひ
ろ
び
ろ
と

ち
よ
っ

と
こ
い
森
の
木
椅
子
に
微
睡
（

ま
ど
ろ
）

め
ば

銭
洗
ふ
水
や
は
ら
か
し
新
樹
光
（

銭
洗
弁
天
）

猿
山
へ
子
ら
の
喚
声
薄
暑
光

万
緑
の
葉
隠
れ
に
朱
の
弁
財
天

少
年
に
ひ
ら
り
と
捕
ら
れ
三
筋
蝶

愛
犬
と
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
緑
蔭
に

木
下
闇
緑
青
吹
き
し
女
神
像

万
緑
を
廻
し
て
メ
リ
ー

ゴ
ー

ラ
ウ
ン
ド

山
法
師
太
宰
入
水
の
空
覆
ふ

十
薬
に
囲
ま
れ
鷺
の
白
さ
か
な

師
と
揃
ふ
み
ど
り
の
中
の
詩
友
か
な

吟
行
へ
忘
れ
て
来
た
り
夏
帽
子

噴
水
や
羽
を
広
げ
て
風
を
呼
ぶ

新
緑
に
ゐ
て
魂
の
抜
け
て
ゆ
く

萬
緑
や
卒
寿
の
句
師
に
蹤
（

つ
）

き
ゆ
か
む

涼
風
や
咬
み
つ
き
亀
の
と
ぼ
け
顔

仝 仝
ゆ
た
か

堂
哉

弘
子

保
明

仝
五
郎
太

孤
舟

仝 仝
万
里
子

仝 仝
忠
彦

猛 仝
紀
久
男

そ
ら
お

天
牛

亜
也

仝 仝 仝
一
灯

仝
弘
子

五
郎
太

仝
孤
舟

仝
忠
彦

仝 猛
孤
舟

仝
紀
久
男

（

紀
）

（

弘
）

（

孤
）

（

亜
）

（

天
）

（

紀
）

（

猛
）

（

灯
）

（

紀
）

（

天
）

（

紀
）

（

亜
）

(

猛
）

（

天
）

（

万
）

（

忠
）

（

天
）

（

忠
）

（

孤
）

（

紀
・
ゆ
）

（

万
・
孤
）

（

紀
・
天
）

（

紀
・
ゆ
）

（

忠
・
孤
）

（

万
・
孤
）

（

亜
・
天
）

（

万
・
孤
）

（

灯
・
亜
）

（

灯
・
亜
）

（

ゆ
・
灯
）

（

猛
・
灯
）

（

紀
・
ゆ
）

（

忠
・
ゆ
）

（

孤
・
ゆ
）

（

猛
・
弘
・
灯
）

（

忠
・
弘
・
亜
）

（

猛
・
忠
・
灯
・
天
）

小
西
弘
子
　
豊
田
ゆ
た
か
　
中
野
一
灯
　
山
崎
亜
也
　
山
内
天
牛

伊
賀
山
そ
ら
お
　
後
藤
保
明
　
土
谷
堂
哉
　
宮
内
規
雄
　
渡
邊
盛
雄

（

ち
ょ
っ

と
こ
い
…

小
綬
鶏
（

こ
じ
ゅ

け
い
）

の
鳴
き
声
）

 
 
 
 
 
 
第
三
百
六
十
二
回
　
青
葉
会
 
井
の
頭
公
園
吟
行

今
井
紀
久
男
　
大
林
猛
　
柿
﨑
忠
彦
　
川
合
万
里
子
　
川
口
孤
舟
　
久
米
五
郎
太
（

吟
行
の
み
）

川
合
万
里
子
　
先
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
后
一
時
半
～

四
時
　
句
会
　
御
殿
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

　
　
平
成
二
十
八
年
五
月
二
十
六
日
（

木
）

　
　
午
前
十
時
～

十
二
時
　
吟
行
　
井
の
頭
公
園

川
口
孤
舟



二 一
人
と
鳩
共
に
昼
寝
の
大
川
端
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

笠
内
の
上
人
仰
ぐ
飛
花
の
裡
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

数
珠
確
と
親
鸞
像
立
つ
花
下
真
昼
　
　
　
　
　
　
仝

満
開
の
花
々
な
べ
て
俯
き
咲
き
　
　
　
　
　
　
　
仝

大
川
や
此
岸
彼
岸
も
花
盛
り
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

青
天
に
花
楓
揺
れ
吟
行
日
　
　
　
　
　
　
　
　
万
里
子

五
月
闇
情
報
鎖
国
の
内
見
え
ず
　
　
　
　
　
　
　
健
介

迷
ひ
来
て
何
か
言
い
た
げ
黒
揚
羽
　
　
　
　
　
　
仝

黒
南
風
や
鎖
で
閉
ざ
す
夜
の
波
止
場
　
　
　
　
　
盛
雄

　
|
　
「

N
H
K
俳
句
」

　
|
　
六
月
号
　
　
堀
本
裕
樹
選

妻
逝
き
し
病
棟
の
窓
春
と
も
し
　
　
　
　
　
　
　
規
雄

　
　
　
　
☆
　
亡
妻
と
の
思
ひ
出
の
道
麦
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
雄
　
（

万
）

　
　
　
　
　
　
平
日
の
公
園
ボ
ー

ト
ゆ
う
る
り
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亜
也
　
（

弘
）

　
　
　
　
　
　
　
（

◎
…

季
重
な
り
と
思
う
が
、

こ
の
場
合
「

冴
え
し
」

は
季
節
で
は
な
く
感
覚
だ
か
ら
い
い
の
で
は
？
）

　
　
　
　
　
　
老
い
て
か
ら
冴
え
し
五
感
や
新
茶
汲
む
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄
　
（

弘
）

　
　
　
　
　
　
噴
水
や
辯
財
天
の
赤
御
堂
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
（

弘
）

　
　
　
　
　
　
み
す
じ
蝶
中
田
喜
直
の
歌
碑
よ
ぎ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
　
（

猛
）

　
　
　
　
◎
　
家
康
の
茶
を
た
て
た
水
あ
め
ん
ぼ
う
　
　
　
　
　
　
　
　
天
牛
　
（

孤
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
・
文
責
　
　
　
紀
久
男

　
　
　
　
☆
　
核
の
水
避
け
て
風
抱
く
鯉
幟
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仝
　
（

万
）

　
　
　
　
　
　
七
月
二
十
八
日
（

木
）

　
仝
　
　
　
　
　
　
　
仝

　
　
　
　
　
　
　
　
▲
当
季
雑
詠
五
句
　
　
投
句
二
句

　
　
　
　
　
　
六
月
二
十
三
日
（

木
）

午
后
五
時
半
～

八
時
半
　
　
談
話
室

　
●
次
回
青
葉
会

平
成
二
十
八
年
五
月
句
会
報

　
先
生
は
い
つ
も
の
ナ
ッ

プ
ザ
ッ

ク
に
手
提
げ
袋
を
二
つ
も
持
っ

て
…
…

と
て
も
卒
寿
近
い
と
は
思
え
ぬ
元
気
ぶ
り

、

皆
様
張
切
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

。
（

投
句
５
名
）
。

す
っ

か
り
快
復
さ
れ
た
先
生
と
の
再
会
を
喜
び
乍
ら
暑
か
ら
ず
寒
か
ら
ぬ
曇
天
に
も
恵
ま
れ
て

　
大
怪
我
さ
れ
て
か
ら
一
年
半
ぶ
り
の
先
生
復
帰
。

久
し
ぶ
り
の
井
の
頭
公
園
吟
行
に
天
牛
さ
ん
以
下
１
１
名
参
加

で
す
。

入
園
し
て
か
ら
三
～

四
組
に
分
れ
、

先
生
は
弘
子
さ
ん
と
同
行
さ
れ
ま
し
た
。

動
物
園
入
口
で
は
「

今
日
は

回
遊
定
番
の
真
っ

先
に
。
「

居
る
じ
ゃ

な
い
か
！
」

と
つ
い
声
を
出
し
ま
し
た
が
、

近
眼
の
小
生
の
錯
覚
…

等
身
大

の
写
真
パ
ネ
ル
で
が
っ

く
り
。

彫
刻
館
な
ど
見
所
は
早
足
で
回
り
、

昼
食
に
。

蕎
麦
、

焼
き
鳥
、

中
華
の
各
店
に
分

か
れ
ま
し
た
が
、

時
間
な
く
食
わ
ず
仕
舞
の
人
も
居
ら
れ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
先
生
の
御
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
が
出
来
、

皆
様
満
足
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

遠
出
ま
ま
な
ら
な
い
先
生
交

長
寿
で
大
往
生
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
冥
福
を
祈
っ

た
次
第
で
す
。

等
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。

象
は
な
子
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
」

と
係
員
。

新
聞
・
Ｔ
Ｖ
で
相
当
弱
っ

て
い
る
と
は
知
っ

て
お
り
ま
し
た
が
、

象
舎
は

の
こ
と
（

三
）

は
な
子
の
こ
と
（

四
）

亜
也
さ
ん
転
職
の
こ
と
（

五
）

そ
ら
お
さ
ん
武
蔵
野
第
三
小
学
校
卒
の
こ
と

　
（

一
）

御
体
調
良
け
れ
ば
参
加
予
定
の
正
明
さ
ん
、

く
に
子
さ
ん
の
こ
と
（

二
）

絹
漱
先
生
時
代
の
井
の
頭
吟
行

績
で
し
た
。
（

尚
、

先
月
の
句
会
記
録
は
猛
さ
ん
に
ワ
ー

プ
ロ
し
て
頂
き
ま
し
た
）

命
の
水
（

純
吟
「

真
澄
」
）

を
賞
味
し
乍
ら
開
始
。

い
つ
も
の
猛
さ
ん
の
披
講
で
快
調
に
進
行
。

御
覧
の
よ
う
な
成

用
）
。

五
郎
太
さ
ん
所
用
の
為
投
句
し
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　
弘
子
さ
ん
に
予
約
し
て
貰
っ

た
御
殿
山
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（

武
蔵
野
市
立
。
「

萬
緑
」

多
摩
句
会
月
例
使

　
先
生
か
ら
煎
餅
、

弘
子
さ
ん
か
ら
お
茶
、

小
生
の
俵
最
中
（

俵
屋
）
、

亜
也
さ
ん
か
ら
の
鰹
佃
煮
（

玉
木
屋
）

と

し
ん
で
お
り
ま
し
た
。

先
生
の
お
気
に
入
り
で
し
た
か
ら
、

き
っ

と
気
落
ち
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

子
急
死
（

午
后
三
時
頃
）

を
Ｔ
Ｖ
で
報
道
し
て
お
り
び
っ

く
り
し
ま
し
た
。

翌
朝
の
新
聞
Ｔ
Ｖ
も
大
き
く
扱
い
、

惜

二
次
会
に
忠
彦
さ
ん
い
き
つ
け
の
中
野
の
第
二
力
酒
蔵
で
水
茄
子
・
鰯
刺
身
な
ど
で
呑
ん
で
帰
り
ま
し
た
ら
、

は
な

え
て
の
句
会
を
又
、

企
画
実
現
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

買
物
さ
れ
る
先
生
と
吉
祥
寺
駅
ビ
ル
で
お
別
れ
し
、

　
関
係
者
近
詠



三
葭
切
の
張
り
ゐ
る
声
の
バ
リ
ケ
ー

ド

鬼
の
面
ぽ
い
と
捨
つ
れ
ば
初
音
か
な

後
戻
り
で
き
ぬ
こ
の
道
冬
怒
涛
　
　
　
　
　
　
　
仝

熱
燗
や
人
い
と
ほ
し
く
厭
は
し
く
　
　
　
　
　
　
仝

背
負
ふ
べ
き
御
霊
の
多
し
茄
子
の
馬
　
　
　
　
　
仝

竹
皮
を
脱
ぐ
や
句
柄
を
変
ふ
る
時
　
　
　
　
　
　
仝

野
ざ
ら
し
の
身
の
よ
み
が
へ
る
花
と
酒
　
　
半
田
卓
郎

寒
昴
仰
ぎ
先
師
の
声
聴
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

相
席
の
向
か
う
も
ひ
と
り
新
走
り
　
　
　
　
　
　
仝

地
震
あ
と
の
冥
き
海
鳴
り
星
祭
　
　
　
　
　
　
　
仝

風
鐸
の
か
す
か
に
揺
る
る
蝶
の
昼
　
　
　
　
　
　
仝

ち
よ
う
ろ
ぎ
や
吾
に
反
骨
の
ま
だ
あ
り
し
　
橋
本
良
子

鶴
唳
の
湿
原
の
朝
動
き
出
す
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

シ
ナ
ト
ラ
の
ド
ー

ナ
ツ
盤
や
冬
銀
河
　
　
　
　
　
仝

ネ
ク
タ
イ
を
外
し
な
さ
い
よ
四
十
雀
　
　
　
　
　
仝

ハ
ン
モ
ッ

ク
風
の
機
嫌
を
聞
い
て
を
り
　
　
　
　
仝

山
宿
の
朝
備
長
の
火
の
涼
し
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

陽
炎
を
咀
嚼
す
る
牛
草
千
里
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

何
気
な
き
妻
の
一
言
山
椒
の
芽
　
　
　
　
　
　
　
仝

白
魚
の
ひ
か
り
も
ろ
と
も
掬
は
る
る
　
　
　
　
　
仝

早
春
の
ひ
か
り
に
向
か
ふ
駿
馬
か
な
　
　
　
　
　
孤
舟

　
　
　
|
　
「

萬
緑
」

　
|
　
六
月
号

ゴ
ル
フ
ァ
ー

の
動
き
止
ま
り
し
初
音
か
な
　
　
紀
久
男

真
砂
女
忌
や
き
り
も
な
く
飛
ぶ
杉
花
粉
　
　
　
　
仝

剪
定
は
脚
立
の
位
置
の
厄
介
な
　
　
　
　
　
　
　
仝

春
筍
の
刺
身
の
斯
く
も
や
は
ら
か
く
　
　
　
　
　
仝

妻
は
き
の
ふ
私
は
け
ふ
の
初
音
か
な
　
　
　
　
　
青
史

朧
夜
や
大
学
芋
の
蜜
ま
み
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

刷
り
た
て
の
ゲ
ラ
ふ
つ
く
ら
と
白
木
蓮
　
　
　
　
仝

目
が
合
ひ
て
猫
に
鳴
か
る
る
入
彼
岸
　
　
　
　
　
仝

単
線
の
線
路
こ
こ
ま
で
犬
ふ
ぐ
り
　
　
　
　
　
　
弘
子

永
き
日
の
得
し
た
や
う
に
働
け
り
　
　
　
　
　
　
仝

塩
き
き
し
桜
餅
の
葉
退
任
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
仝

母
亡
く
て
卒
業
の
髪
姉
が
結
ふ
　
　
　
　
　
　
眞
希
子

一
万
歩
超
え
し
吟
行
夕
長
し
　
　
　
　
　
　
　
万
里
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

白
地
着
て
翁
と
歌
仙
巻
き
居
る
か

　
亡
師
を
偲
ん
で

駅
二
つ
ほ
ど
の
し
ぐ
れ
や
五
能
線
　
　
　
　
宮
川
迪
夫

躊
躇
な
く
妻
の
手
を
引
く
恵
方
道
　
　
　
　
宮
﨑
見
昭

牛
舎
に
て
シ
ョ

パ
ン
の
調
べ
若
葉
光
　
　
　
　
黛
道
子

悪
役
の
背
中
が
笑
ふ
い
な
び
か
り
　
　
　
　
星
井
千
恵
子

フ
ァ
ー

ブ
ル
と
な
り
て
踏
み
入
る
夏
の
草
　
小
林
眞
彦

春
宵
や
路
地
に
流
る
る
三
の
糸
　
　
　
　
　
　
　
仝

雪
形
の
現
れ
し
山
里
蠢
（

う
ご
め
）

け
り
　
　
　
　
山
田
富
朗

あ
ぢ
さ
ゐ
の
色
の
風
く
る
山
路
か
な
　
　
　
　
　
仝

夕
照
の
故
山
り
ん
ご
の
花
ざ
か
り
　
　
　
　
斎
藤
道
正

大
地
打
つ
万
余
の
鶴
の
発
つ
羽
音
　
　
　
　
　
　
仝

畔
塗
の
光
を
塗
っ

て
仕
上
げ
と
す
　
　
　
　
　
　
仝

奥
能
登
や
会
ふ
人
な
く
て
波
の
花
　
　
　
　
　
曷
川
克

引
き
際
の
美
学
を
よ
そ
に
お
で
ん
酒
　
　
　
　
　
仝

八
重
桜
風
の
吐
息
に
応
へ
け
り
　
　
　
　
　
　
　
仝

髪
染
め
て
君
待
ち
あ
ぐ
む
花
の
雨
　
　
　
　
阿
部
昭
子

深
闇
に
徐
々
に
や
せ
ゆ
く
花
篝
　
　
　
　
　
　
　
仝

う
つ
つ
世
を
遊
び
呆
け
し
花
衣
　
　
　
　
　
　
　
仝

花
と
ほ
と
け
尋
ぬ
る
古
都
の
片
旅
籠
　
　
　
　
　
仝

猪
牙
舟
の
舳
左
岸
に
桜
闇
　
　
　
　
　
　
　
　
環
順
子

下
船
し
て
釣
果
張
り
合
ふ
浜
薄
暑
　
　
　
　
　
　
仝

縄
文
杉
神
さ
び
て
な
ほ
若
葉
映
ゆ
　
　
　
　
　
　
昇

万
緑
や
癌
病
棟
の
四
十
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
盛
雄

弁
財
天
参
道
舊
（

ふ
）

り
て
樟
若
葉
　
　
　
　
　
　
亜
也

山
法
師
四
辺
の
先
に
光
濃
し
　
　
　
　
　
　
　
五
郎
太

衣
替
え
一
気
に
出
来
ぬ
歳
を
知
る
　
　
　
　
　
　
保
明

　
　
　
　
|
「

き
さ
ら
ぎ
句
会
」

　
五
月

酒
ビ
ー

ル
鎖
連
歌
の
切
も
な
く
　
　
　
　
　
　
　
仝

惜
し
ま
れ
て
築
地
閉
鎖
の
五
月
か
な
　
　
　
　
紀
久
男

我
が
家
に
も
黄
金
週
間
児
ら
の
声
　
　
　
　
　
　
健
介

　
　
　
　
　
平
成
二
十
八
年
六
月
八
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紀
久
男
記

☆
前
代
表
小
山
徳
夫
の
第
三
句
集
「

春
港
」
（

2
0
1
6
年
5
月
本
阿
弥
書
店
）

も
合
わ
せ
て
頂
戴
し
ま
し
た

産
と
し
て
頂
戴
し
ま
し
た
。

幹
部
中
心
に
小
生
好
み
の
作
品
を
抄
出
し
て
み
ま
し
た
。

。

小
生
好
み
三
句
の
み
紹
介
し
ま
す
。

　
祝
辞
の
大
高
務
海
（
「

風
の
道
」

・
主
宰
）

能
村
研
三
（
「

沖
」

・
主
宰
）

中
原
道
夫
（
「

銀
化
」

・
主
宰
）

大

会
員
9
0
余
名
、

１
３
テ
ー

ブ
ル
1
3
0
数
名
の
大
人
数
で
催
さ
れ
、

小
生
も
招
ば
れ
出
席
し
ま
し
た
。

　
孤
舟
さ
ん
が
代
表
の
「

爽
樹
」

が
早
く
も
五
周
年
を
迎
え
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
祝
賀
会
が
来
賓
３
８
名
、

　
「

爽
樹
」

創
刊
五
周
年
記
念
祝
賀
会
・
・
・
5
月
2
9
日
　
ア
ル
カ
デ
ィ

ア
市
ヶ

谷

宴
で
し
た
。

こ
れ
も
記
念
事
業
の
一
つ
で
あ
る
「

合
同
句
集
」
（

平
成
2
8
年
元
日
発
行
1
4
3
名
各
2
0
句
）

を
土

の
各
主
宰
や
孤
舟
さ
ん
ら
）

や
来
賓
紹
介
、
「

俳
句
界
」
「

俳
壇
」

各
編
集
長
の
祝
辞
等
、

盛
り
沢
山
で
愉
し
い
祝

　
孤
舟
さ
ん
の
挨
拶
も
仲
々
の
も
の
で
感
じ
い
り
ま
し
た
。

鏡
開
き
（
「

草
林
」

・
「

銀
漢
」

・
「

橘
」

・
「

帆
」

唸
ら
せ
る
上
手
い
も
の
で
場
馴
れ
し
た
感
じ
で
し
た
。

竹
多
可
志
（
「

か
び
れ
」

・
主
宰
）

そ
し
て
乾
杯
の
音
頭
の
星
野
高
士
（
「

玉
藻
」

・
主
宰
）

皆
さ
ん
、

大
向
う
を
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